
特集／農村開発と農村研究

コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
総
合
農
村
開
発
事

業
や
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
の
無
担
保
小
規
模
融
資
事

業
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
村
開
発
の
土
台
と

な
り
、
現
在
で
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。

一
九
六
○
年
代
〜
一
九
九
○
年
代
に
か
け
て
開
発

途
上
国
の
手
本
と
な
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
生
ま

れ
の
農
村
開
発
事
業
で
あ
る
。
農
村
開
発
で
は

「
在
地
の
自
覚
」
と
い
う
実
践
感
覚
が
重
要
と
な

る
。
こ
の
二
つ
の
事
業
の
出
発
点
と
展
開
に
焦
点

を
あ
て
「
在
地
の
自
覚
」
に
言
及
し
、
農
村
開
発

の
実
務
と
研
究
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

●
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
と
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク

①
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル

英
領
イ
ン
ド
の
高
等
文
官
試
験
（Indian C

ivil 

Service

＝
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
合
格
し
た
ア
ク
タ
ル
・

ハ
ミ
ッ
ド
・
カ
ー
ン
さ
ん
（
一
九
一
四
〜
一
九
九

九
年
）
は
、
英
領
イ
ン
ド
・
東
ベ
ン
ガ
ル
（
現
在

の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
に
高
級
官
僚
と
し
て
勤
め

始
め
る
。
一
九
四
三
年
、
未
曾
有
の
大
飢
饉
が
東

ベ
ン
ガ
ル
を
襲
っ
た
。
こ
の
時
の
経
験
と
植
民
地

行
政
に
対
す
る
失
望
が
、
カ
ー
ン
さ
ん
に
役
人
の

職
を
辞
さ
せ
、
現
在
の
イ
ン
ド
Ｕ
Ｐ
州
のA

ligarh

近
村
で
一
人
の
労
働
者
、
錠
前
屋
と
し
て
二
年
間

働
く
こ
と
を
選
択
さ
せ
る
。
そ
の
後
教
師
の
職
を

得
、
分
離
独
立
後
は
パ
キ
ス
タ
ン
人
と
な
っ
た
カ

ー
ン
さ
ん
は
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
（
現
在
の
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
）、
コ
ミ
ラ
県
コ
ト
ワ
リ
郡
の
ビ
ク
ト

リ
ア
高
校
の
校
長
と
な
る
。
一
九
五
三
〜
一
九
六

一
年
に
コ
ミ
ラ
県
で
実
施
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
外
国
援
助
の
農
村
開
発
事
業
で
あ
る
Ｖ

│

Ａ
Ｉ
Ｄ
（Village A

gricultural and Industrial 

D
evelopm

ent

）
に
か
か
わ
り
を
持
ち
、
一
九
五

八
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
で
研
修

を
受
け
る
。
翌
年
の
一
九
五
九
年
に
コ
ミ
ラ
県
コ

ト
ワ
リ
郡
に
設
立
さ
れ
た
農
村
開
発
ア
カ
デ
ミ
ー

の
初
代
所
長
に
就
任
、
農
村
開
発
の
制
度
づ
く
り

と
村
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
を
目

指
し
た
事
業
が
、
Ｖ
│

Ａ
Ｉ
Ｄ
終
了
直
後
か
ら
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
外
国
援
助
に
よ
り
始
ま
っ

た
。
村
落
レ
ベ
ル
で
小
農
を
組
織
す
る
た
め
に
、

各
村
落
（G

ram

）
に
協
同
組
合
（Som

ity

）
を

つ
く
り
、
郡
（Thana
）
に
組
合
連
合
会
を
置
い

た
。
協
同
組
合
を
通
じ
て
稲
作
に
お
け
る
「
緑
の

革
命
」
を
普
及
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
業
生

産
量
増
加
の
基
礎
を
築
い
た
。
土
地
な
し
、
あ
る

い
は
、
ほ
と
ん
ど
土
地
を
も
た
な
い
零
細
農
た
ち

を
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
雇
用
し
、
賃
金

と
し
て
小
麦
の
支
給
が
始
ま
っ
た
。
家
族
計
画
も

こ
の
事
業
で
導
入
さ
れ
た
。
事
業
が
最
初
に
展
開

さ
れ
た
コ
ミ
ラ
県
の
名
前
を
と
っ
て
、
こ
の
総
合

的
な
農
村
開
発
事
業
を
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
と
い
う
。

一
九
七
一
年
の
独
立
後
、
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
の
協
同

組
合
活
動
は
総
合
農
村
開
発
事
業
（Integrated 

R
ural D

evelopm
ent Program

＝
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
）
と

な
り
、
政
府
に
よ
っ
て
強
力
に
全
国
に
普
及
さ
れ

て
い
っ
た
。

②
カ
ー
ン
さ
ん
の
姿
勢

私
は
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
一
九
七
八

年
八
月
〜
一
九
八
一
年
四
月
の
間
、
コ
ミ
ラ
の
隣

県
で
あ
る
ノ
ア
カ
リ
県
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
農
村
開
発
事

業
に
参
加
し
た
。
そ
の
縁
で
、
コ
ミ
ラ
の
農
村
開

発
ア
カ
デ
ミ
ー
や
コ
ミ
ラ
・
コ
ト
ワ
リ
協
同
組
合

連
合
会
に
よ
く
通
っ
た
。
カ
ー
ン
さ
ん
は
、
ア
カ

デ
ミ
ー
の
研
究
員
や
協
同
組
合
連
合
会
の
職
員
に
、

村
に
出
向
き
村
人
の
話
を
親
身
に
な
っ
て
聞
く
よ

う
に
い
つ
も
促
し
、
自
ら
も
時
間
さ
え
許
せ
ば
村

に
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
村
人
か
ら
学
ぶ
と
い
う

姿
勢
を
研
究
員
や
職
員
に
徹
底
さ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

の
が
、
日
本
式
の
稲
作
や
野
菜
栽
培
の
普
及
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
日
本
人
専

農
村
開
発
と「
在
地
の
自
覚
」̶

コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
と
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
を
端
緒
に
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門
家
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
前
身
で
あ
る
海
外
技
術
協
力

事
業
団
か
ら
の
派
遣
）
を
招
聘
し
、
日
本
人
専
門

家
の
仕
事
ぶ
り
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
が
カ
ー

ン
さ
ん
自
身
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
専
門
家

は
語
学
が
充
分
に
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

田
の
中
に
入
っ
て
田
植
え
な
ど
の
作
業
を
農
民
た

ち
と
一
緒
に
行
っ
た
。
言
葉
で
は
な
く
一
緒
に
行

動
し
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
稲
作
技

術
を
コ
ミ
ラ
の
村
々
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
専
門
家
の
働
く

姿
を
、
も
っ
と
も
高
く
評
価
し
て
い
た
の
が
カ
ー

ン
さ
ん
で
あ
り
、
コ
ミ
ラ
の
農
民
た
ち
だ
っ
た
。

自
国
の
役
人
や
研
究
者
が
農
民
と
と
も
に
田
に
入

る
こ
と
は
、
当
時
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
○
年
代
、
Ａ
さ
ん
の
家

に
は
、
頻
繁
に
日
本
人
専
門
家
が
普
及
指
導
に
訪

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
一
九
七
八
年
に
は
コ
ミ
ラ
は

日
本
人
専
門
家
と
農
民
、
関
係
者
の
努
力
で
野
菜

栽
培
の
先
進
地
域
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い

た
。
自
宅
の
竹
壁
に
は
日
本
人
専
門
家
の
写
真
が

飾
ら
れ
て
い
た
。
カ
ー
ン
さ
ん
と
日
本
人
専
門
家

を
い
か
に
尊
敬
し
て
い
る
か
を
、
Ａ
さ
ん
は
よ
く

話
し
て
く
れ
た
。
現
場
型
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
減

り
つ
つ
あ
る
と
聞
く
今
日
、
現
場
に
し
っ
か
り
と

根
を
張
っ
た
日
本
人
専
門
家
の
業
績
に
誇
り
を
も

ち
、
そ
れ
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

今
で
も
日
本
人
専
門
家
と
カ
ー
ン
さ
ん
に
対
す
る

尊
敬
の
念
は
、
コ
ミ
ラ
の
農
民
た
ち
に
よ
っ
て
語

り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

③
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク

連
帯
責
任
制
の
無
担
保
小
規
模
金
融
事
業
で
あ

る
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
方
式
は
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
に
多
く
の
開

発
途
上
国
、
一
部
の
先
進
国
で
も
採
用
さ
れ
て
い

る
世
界
的
な
広
が
り
を
も
っ
た
事
業
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
で
博
士
号
（
経

済
学
）
を
取
得
し
た
ユ
ヌ
ー
ス
さ
ん
（
一
九
四
○

年
〜
）
は
独
立
後
の
一
九
七
二
年
母
国
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
大
学
経
済
学
部
の
教
授
に

就
任
し
た
。
一
九
七
四
年
、
大
洪
水
の
被
害
が
契

機
と
な
り
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
大
飢
饉
に
襲
わ
れ
、

ユ
ヌ
ー
ス
さ
ん
は
救
援
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

た
。
こ
の
実
践
を
通
じ
て
、
経
済
理
論
の
限
界
を

意
識
し
、
大
学
周
辺
の
農
村
を
観
察
す
る
こ
と
か

ら
、
直
接
、
貧
困
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
を
学

ぼ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
貧
困
者

の
実
態
調
査
を
行
い
、
一
九
七
六
年
か
ら
、
自
分

の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
村
人
に
貸
し
付
け
を
行
っ

た
。
こ
れ
が
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
の
始
ま
り
で
あ
る
。

数
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ

ェ
ー
ズ
を
経
て
、
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
が
一
九
八
三

年
に
設
立
さ
れ
た
。
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
方
式
は
、

一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
○
年
代
に
か
け

て
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
政
府
の
農
村
開
発
事
業
に

も
採
用
さ
れ
、
世
界
の
五
八
カ
国
で
マ
イ
ク
ロ
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

④
農
村
開
発
実
践
に
大
切
な
自
覚

コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
と
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
の
は
じ
ま

り
に
共
通
す
る
の
は
、
個
人
的
な
体
験
に
も
と
づ

く
自
覚
が
農
村
開
発
実
践
の
必
要
性
と
基
本
的
課

題
を
二
人
の
創
始
者
の
意
識
に
植
え
付
け
た
点
で

あ
る
。
飢
饉
と
い
う
契
機
が
二
人
の
目
を
農
村
に

向
か
わ
せ
て
、
村
人
と
接
し
、
自
己
の
存
在
に
自

問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
と
常
識
に
縛
ら
れ

た
自
己
を
「
無
」
に
し
、
村
人
と
と
も
に
あ
る
と

い
う
自
己
の
存
在
を
自
覚
す
る
。
経
済
理
論
で
は

農
村
の
貧
困
は
救
え
な
い
と
、
経
済
学
者
に
気
づ

か
せ
た
の
は
、
実
践
が
「
在
地
の
自
覚
」
を
芽
生

え
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
自
覚
の
芽
生
え

は
一
大
転
機
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
理
路
整
然
と

し
た
明
確
な
計
画
や
議
論
、
論
理
が
農
村
開
発
事

業
を
成
功
に
導
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
成
功

し
て
い
る
農
村
開
発
事
業
の
多
く
は
、「
在
地
の

自
覚
」
を
も
っ
た
人
物
た
ち
の
人
間
的
な
魅
力
に

負
っ
て
い
る
。
一
部
の
実
務
者
や
研
究
者
は
こ
の

事
実
を
リ
ー
ダ
ー
の
カ
リ
ス
マ
で
あ
る
と
か
、
運

動
論
の
農
村
開
発
と
批
判
す
る
。
農
村
開
発
の
定

義
の
仕
方
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
リ
ー
ダ
ー
不
在
、

哲
学
不
在
の
農
村
開
発
の
成
功
例
を
私
は
知
ら
な

い
。
ユ
ヌ
ー
ス
さ
ん
が
継
続
し
て
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン

ク
の
総
裁
と
し
て
頑
張
り
、
自
ら
の
哲
学
を
事
業

化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
の
今
日

の
発
展
が
あ
る
。
一
方
、
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。
独
立
戦
争
の
敵
国
で
あ
る
パ
キ
ス

タ
ン
の
人
で
あ
っ
た
カ
ー
ン
さ
ん
は
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
を

直
接
指
揮
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
は
、

そ
の
後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
開
発
公
社
（
Ｂ

Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
と
な
っ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
官
僚

組
織
化
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
の
何
千
の
協
同
組
合
の
有

名
無
実
化
の
過
程
と
軌
跡
を
同
じ
く
す
る
。
日
本

で
の
農
村
開
発
（
村
お
こ
し
、
町
お
こ
し
、
農
村

振
興
と
日
本
で
は
呼
ば
れ
る
）
で
も
同
様
な
傾
向

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
は
地
方
自
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治
体
や
農
協
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
が

多
い
が
、
成
功
事
例
に
は
、
か
な
ら
ず
地
方
自
治

体
や
農
協
の
担
当
職
員
、
村
の
リ
ー
ダ
ー
の
献
身

的
と
で
も
い
え
る
意
気
込
み
と
継
続
性
が
認
め
ら

れ
る
。
な
ぜ
農
村
開
発
に
は
「
在
地
の
自
覚
」
と

い
う
摩
訶
不
思
議
と
も
い
え
る
、
論
理
を
超
越
す

る
存
在
を
規
定
す
る
意
識
が
必
要
と
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

●
在
地
の
自
覚

①
定
住
の
意
志

農
村
開
発
事
業
で
は
、
実
務
、
研
究
を
問
わ
ず
、

関
わ
っ
て
い
る
人
々
が
「
在
地
の
自
覚
」
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
。

私
は
、
在
地
を
「
自
然
と
持
続
的
関
係
を
保
ち
な

が
ら
暮
ら
し
と
社
会
を
継
続
し
て
き
て
い
る
、
将

来
も
そ
う
あ
り
た
い
と
、
世
代
を
超
え
定
住
し
た

い
と
い
う
意
志
を
も
っ
た
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る

土
地
」、「
ム
ラ
、
村
、
村
落
」
と
再
定
義
し
て
い

る
。
農
村
は
世
代
の
連
続
を
前
提
に
定
住
を
志
向

し
た
空
間
で
、
都
市
は
土
地
か
ら
離
れ
移
動
を
志

向
し
た
空
間
で
あ
る
。
都
市
と
農
村
に
は
定
住
と

い
う
視
点
か
ら
み
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

②
日
本
の
現
状
へ
の
反
省

多
く
の
場
合
、
予
算
面
、
人
的
ス
タ
ッ
フ
、
事

業
の
内
容
な
ど
に
農
村
外
の
人
々
で
あ
る
都
市
住

民
の
意
見
が
大
き
く
影
響
し
て
、
農
村
開
発
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

外
国
の
都
市
住
民
の
声
に
左
右
さ
れ
る
外
国
か
ら

の
援
助
に
頼
っ
た
農
村
開
発
事
業
も
少
な
く
な
い
。

貧
困
撲
滅
の
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
工
業
開
発
を
行

い
、「
貧
し
い
農
村
の
人
々
」
を
労
働
者
と
し
て

雇
用
し
、
都
市
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
が
手
っ
取
り

早
い
。
工
業
は
農
業
よ
り
も
圧
倒
的
に
生
産
性
が

高
く
、
う
ま
く
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

効
率
が
よ
い
の
で
、
新
し
い
工
業
都
市
を
建
設
す

る
こ
と
を
優
先
し
た
経
済
開
発
政
策
が
開
発
途
上

国
で
は
求
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
日
本
の
経
済

成
長
も
工
業
開
発
、
都
市
開
発
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
過
疎
と
高
齢
化
の
問
題
で
日
本
の
農
村

は
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
の
現
実
を
知
ら
さ
れ
た
開
発
途
上
国
の
農
村
開

発
関
係
者
は
、
自
国
の
農
村
が
日
本
の
農
村
の
よ

う
に
な
る
こ
と
を
望
み
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

③
在
地
の
自
覚
の
重
要
性

そ
の
土
地
に
定
住
す
る
と
い
う
自
覚
と
意
志
が
、

お
互
い
の
助
け
合
い
、
ほ
ど
ほ
ど
な
資
源
分
配
、

皆
で
生
き
て
い
く
知
恵
と
規
範
、
術
（
す
べ
）
を

村
に
育
て
て
き
た
。
こ
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
個

人
と
個
人
の
人
間
関
係
は
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、
資

源
奪
略
は
問
題
と
さ
れ
ず
、
利
己
的
な
考
え
と
行

動
が
横
行
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
終
生
、
子

孫
の
末
代
ま
で
付
き
合
う
べ
き
相
手
が
存
在
し
て

い
な
い
か
ら
だ
。「
在
地
の
自
覚
」
は
、
そ
の
土

地
に
住
む
こ
と
で
も
っ
と
も
芽
生
え
や
す
い
。
し

か
し
、
カ
ー
ン
さ
ん
と
ユ
ヌ
ー
ス
さ
ん
の
事
例
で

も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
土
地
に
住
ん
で
き
た
人

々
の
暮
ら
し
を
尊
重
し
、
人
々
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を

も
っ
て
農
村
に
通
い
、
村
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

外
部
者
に
も
「
在
地
の
自
覚
」
が
芽
生
え
て
く
る
。

一
九
七
八
年
の
夏
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ノ
ア
カ

リ
県
の
農
村
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
村
落
開
発
事
業
に
青

年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
以
来
、
現

在
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
村
々
に
通
っ
て
い
る
私

自
身
が
、
こ
の
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

●
水
彩
画
と
油
絵

開
発
は
つ
き
つ
め
れ
ば
希
望
や
夢
に
向
か
っ
て

現
状
に
変
化
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
実
現
し
て
く
創

造
的
営
み
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
農
村

開
発
・
農
業
開
発
と
工
業
開
発
・
都
市
開
発
で
は

起
こ
す
変
化
が
異
な
っ
て
い
る
。
農
村
開
発
、
農

業
開
発
が
農
村
で
起
こ
す
変
化
は
水
彩
画
的
で
あ

り
、
工
業
開
発
・
都
市
開
発
が
都
市
で
起
こ
す
変

化
は
油
絵
的
で
あ
る
、
と
比
喩
的
に
私
は
考
え
て

い
る
。

①
工
業
開
発
に
よ
る
変
化

工
業
開
発
・
都
市
開
発
の
場
合
、
技
術
者
や
専

門
家
が
望
む
開
発
は
、
設
計
図
や
計
画
書
が
間
違

っ
て
い
な
い
か
ぎ
り
（
合
理
的
で
あ
り
さ
え
す
れ

ば
）、
予
想
通
り
の
変
化
を
実
現
す
る
。
新
車
の

開
発
や
、
医
療
機
器
の
開
発
、
海
岸
を
埋
め
立
て
、

山
腹
を
削
っ
て
つ
く
ら
れ
る
新
都
市
な
ど
を
想
像

し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
。
成
功
し
な
い
場
合
は
、

も
と
の
設
計
図
や
計
画
書
に
戻
り
、
不
備
を
点
検

す
る
。
や
り
直
し
が
き
く
こ
と
も
あ
る
。
工
業
開

発
・
都
市
開
発
は
、
過
去
や
現
在
の
し
が
ら
み
を

断
ち
、「
こ
う
な
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
う
未

来
志
向
か
ら
開
発
が
行
わ
れ
る
。
古
い
技
術
は
、

必
要
で
な
け
れ
ば
捨
て
去
ら
れ
る
。
古
い
建
物
を

壊
し
更
地
を
つ
く
っ
て
新
し
い
街
が
都
市
開
発
で

出
現
す
る
。
油
絵
は
気
に
入
ら
な
く
な
っ
た
ら
、

乾
か
し
、
白
を
塗
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
新
し
い
キ
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ャ
ン
バ
ス
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
生
産
と
生
活
が
不
可
分
で
、
幾
世
代
も
が
暮

ら
し
て
き
た
ア
ジ
ア
の
村
々
の
農
村
で
は
、
こ
う

は
い
か
な
い
。
未
来
の
必
要
性
の
み
に
よ
っ
て
、

過
去
や
現
在
を
消
し
去
っ
た
農
村
社
会
を
再
構
築

す
る
農
村
開
発
事
業
は
、
並
は
ず
れ
た
国
家
権
力

に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
に
よ
っ
て
の
み
可

能
と
な
る
。
社
会
主
義
を
標
榜
し
た
国
々
で
行
わ

れ
た
大
規
模
農
村
開
発
は
、
農
村
社
会
改
造
で
あ

り
、「
在
地
の
自
覚
」
と
は
程
遠
い
。
住
ん
で
い

る
人
々
の
主
体
性
を
重
視
す
る
限
り
、
農
村
の
し

が
ら
み
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
が

ら
み
は
在
地
の
証
で
あ
り
、
し
が
ら
み
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
農
村
開
発
の
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
。

②
農
村
開
発
に
よ
る
変
化

水
彩
画
の
修
正
は
、
下
絵
に
絶
え
ず
影
響
さ
れ
、

修
正
し
よ
う
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
な
ら
な

い
場
合
も
多
い
。
自
分
が
予
想
し
な
か
っ
た
変
化

も
、
絵
の
全
体
に
馴
染
ん
で
い
れ
ば
、
想
像
以
上

の
修
正
が
起
き
た
と
感
心
さ
え
す
る
。
農
村
社
会

の
過
去
や
現
在
と
い
う
下
絵
を
修
正
し
て
い
く
こ

と
が
農
村
開
発
だ
と
考
え
れ
ば
農
村
開
発
の
本
質

が
捉
え
や
す
い
だ
ろ
う
。
破
い
て
捨
て
る
こ
と
も
、

白
で
塗
っ
て
過
去
と
現
在
を
消
す
こ
と
も
で
き
ず
、

と
に
か
く
、
与
え
ら
れ
た
農
村
と
い
う
キ
ャ
ン
バ

ス
で
、
小
さ
く
も
が
き
な
が
ら
せ
っ
せ
と
筆
を
動

か
し
、
下
絵
と
馴
染
ま
せ
る
こ
と
に
腐
心
し
な
が

ら
、
目
的
を
目
指
す
。
こ
れ
が
農
村
開
発
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

③
農
村
開
発
に
お
け
る
研
究

調
査
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
農

村
開
発
事
業
計
画
が
実
施
の
段
階
で
、
計
画
作
成

時
に
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
原
因
が
発
生
し
、

頓
挫
す
る
こ
と
も
起
き
る
。
把
握
さ
れ
な
い
複
雑

な
要
素
が
表
面
化
し
て
く
る
の
が
農
村
開
発
事
業

実
施
時
の
常
で
あ
る
。
農
村
開
発
に
お
け
る
実
務

と
研
究
の
難
し
さ
は
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
。
農
村

開
発
の
事
業
計
画
策
定
に
は
、
実
は
、
細
か
な
調

査
研
究
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
調

査
研
究
の
結
果
を
も
と
に
し
た
事
業
計
画
は
村
々

の
事
情
に
よ
り
実
施
段
階
で
絶
え
ず
修
正
を
迫
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
細
部
に
わ
た
る
ビ

ル
の
設
計
図
の
よ
う
な
硬
直
し
た
事
業
計
画
は
、

修
正
へ
の
柔
軟
さ
を
奪
う
の
で
悪
影
響
と
な
る
。

事
業
実
施
に
お
い
て
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
疑

う
べ
き
は
、
事
業
内
容
と
方
法
に
あ
る
と
第
一
に

考
え
る
柔
軟
な
姿
勢
を
実
務
者
が
も
つ
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
自
ら
を
疑
う
と
い
う
研
究
の
セ
ン
ス

は
、
農
村
開
発
実
務
の
基
本
的
な
セ
ン
ス
と
な
ろ

う
。
グ
ラ
ミ
ン
バ
ン
ク
に
し
ろ
、
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル

に
し
ろ
、
実
務
と
研
究
が
一
体
化
し
、
農
村
と
い

う
現
場
か
ら
絶
え
ず
学
ぶ
と
い
う
実
践
の
姿
勢
か

ら
よ
り
適
合
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
う
み
だ
さ
れ
て

い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
コ
ミ
ラ
モ
デ
ル
は
、

残
念
な
が
ら
、
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
、
Ｂ
Ｒ
Ｄ
Ｂ
と
成
長
し

て
行
く
過
程
で
肝
心
の
村
の
協
同
組
合
は
活
力
を

失
っ
て
い
っ
た
。
全
国
展
開
の
制
度
化
の
過
程
で
、

実
務
と
研
究
が
分
離
し
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
が
実
務
型
行
政

組
織
と
し
て
官
僚
化
し
た
こ
と
で
、
参
加
型
ア
ク

シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
要
素
が
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
に
は
組
み

込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
農
村
開
発
の
実
施
が
引

き
起
こ
す
影
響
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に

か
ら
み
あ
っ
た
結
果
と
し
て
現
れ
る
。
ま
さ
に
水

彩
画
的
な
の
で
あ
り
、
工
業
開
発
の
よ
う
に
、
条

件
が
き
ま
っ
て
い
て
、
細
部
に
ま
で
論
理
的
に
組

み
立
て
ら
れ
た
計
画
を
実
施
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
計
画
修
正
な
ど
認
め
よ
う

と
も
し
な
い
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
農
村
開
発
計

画
が
多
く
の
場
合
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の

現
実
が
、
工
業
開
発
的
発
想
で
は
農
村
開
発
は
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

農
村
開
発
事
業
が
絶
え
ず
柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に

は
、
研
究
的
要
素
を
事
業
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ン
さ
ん
や

ユ
ヌ
ー
ス
さ
ん
が
目
指
し
た
よ
う
に
、
研
究
と
実

務
は
、
参
加
型
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
と
し
て

一
体
化
し
、「
在
地
の
自
覚
」
と
い
う
実
践
感
覚

か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ

る
。（

あ 

ん
ど
う　

か
ず
お
／
京
都
大
学
東
南
ア
ジ

ア
研
究
所
助
教
授
）
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